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冨　田　英　也
1、はじめに
　平成10年幼稚園教育要領が改定されさらに保育指針が近々改定されること
になり、養成校としてはカリキュラムの編成に余念がないところである。教
育要領は世の中が急激に変貌し価値観の違いを時代の流れにあったものとし
て、「ゆとり」の中で「特色ある教育」を展開し、子どもたちに学習指導要
領に示す基礎的・基本的な内容を確実に身に付けさせることはもとより、自
ら学び自ら考える力などのr生きる力」をはぐくむこと、等々を主眼に改定
されている。
　又、厚生労働省は保育指針を10年毎に見直し改定するとほのめかしている
が、世の中の急変にあっては当然のことである。又、保育園の現状をみても
働くお母さんが増え、様々な環境や保育の二一ズに合わせたシステムと保育
士の資質を向上させることは、極めて自然なことであろう。そして内容は異
なるが教育要領に準じて改定されるということである。
　それらの型枠に納められることによって、養成校側は科目の増減とカリキュ
ラムの内容を検討しさらに学生への教育を充実し適切なものへと改善せねば
ならない。その中でも特に実習の単位がそれぞれ大幅に改定され実習期間が
倍に増加し、全国の保育士養成機関は来年度から取り入れる授業内容の変更
に追われている。
さて、本学のおもちゃライブラリーは、学生のみならず一般の親子や団体
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に楽しんでもらうよう開館しているが、どんなおもちゃを喜ぶのか年齢によっ
てあそび方はどのように変化するか等々おもちゃであそぶ子どもの姿を観察
しながら学生や教員が研究できる場としても貢献している。
　中でもおもちゃライブラリー実習は、学生が教育実習の事前研究として子
どもと関わる最初の体験の場であり、子どもの成長にとっておもちゃが果た
す役割やどのようにあそびが展開していくか、又、子どもの対応と先生の指
導や方法を実際に見ることができる学習の場でもある。
　本来の教育実習や保育園実習は、知識だけを頭に蓄積することと違い実際
の幼稚園や保育園に行って子どもと関わり、現場での体験を通して教師とし
ての力を身につけて行く実践教育である。
　しかしながら、本学のおもちゃライブラリー実習は、おもちゃライブラリー
という特徴を生かし、子どもが集まるようピーアールすることなく、附属幼
稚園の子どもを1クラス程移動すれば容易に行うことが可能になる、他大学
や関係機関に類を見ない素晴らしいカリキュラムである。
　このおもちゃライブラリー実習は年度によって多少実施方法も違いがあっ
たが8年以上の経緯がある。しかし、学生からの不満等があったのでここ1
年間程でシステムを少し変更した。本稿は改革前と後のアンケートを集計し
学生の反応を調べ考察することによって、おもちゃライブラリー実習は本実
習前の準備の実習として、はたしてどのくらい効果があり役に立っているか、
又、今後の在り方を再検討しようとするものである。
　アンケートの1回目は、改革前の平成12年の1年次学生と2年次（二部も
含む）学生がおもちゃライブラリー実習後に調査したものと、2回目は、平
成13年に同じ学生が2年次又は二部3年次になり幼稚園実習を体験した後の
調査を行い、さらに3回目は、改革後の平成13年度新1年次生がおもちゃラ
イブラリー実習後に1回目と同じ設問で行ったものである。
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H一（1）、幼稚園実習前の調査結果
　　rおもちゃライブラリー実習についてのアンケート』
有効回答数297（一部1年124、2年99、二部1年48、2年26）
調査時期1年平成12年12月，2年平成13年1月、無記名
問1、おもちゃライブラリー実習を終えてどのような感想を持ちましたか・
　　（複数回答可）
＊勉強になった
＊楽しかった
＊疑問点が明らかになった
＊本実習への自信となった
＊ますます幼稚園教諭という仕事に興味を持った
＊ますます子どもが好きになった
＊自分の進路が明確化した
＊疲れた
＊大変だった
＊自信を失った
＊実習はできることならしたくないと思った
226／76％
97／33％
39／13％
33／11％
39／13％
55／19％
15／5％
170／57％
262／88％
93／31％
59／20％
問2、疲れた、大変だったに○印を付けた人にたずねます。その中で特に疲
れたことや、大変だったことは何ですか。（複数回答可）
　＊実習ノートの記録・記載　　　　　　　　　　　　　　　　　260／88％
　＊手作りの名札作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26／9％
　＊手作りのおもちゃ作成　　　　　　　　　　　　　　　　　40／13％
　＊手作りの弁当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11／4％
　＊事前研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　122／41％
　＊事後研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　104／35％
　＊当日の清掃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19／6％
　＊当日のミーティング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7／2％
　＊当日の子どもとの対応　　　　　　　　　　　　　　　　71／24％
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　＊当日の反省会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29／10％
　＊環境把握（おもちゃの場所の記憶、おもちゃの設定）　　　　144／48％
　＊その他具体的に
問3、事前研究についてたずねます、適切だと思う回数は何回か。
　＊1回　　　　　　　　　　　　　　　50／17％
　＊2回　　　　　　　　　　　　　　127／43％
　＊3回　　　　　　　　　　　　　　　76／26％
　＊4回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 34／11％
　＊5回　　　　　　　　　　　　　　　10／3％
　＊6回
問4、その他意見があれば自由に記入してください。
　A、一部学生の意見等　　（以下同意見は省略）
〔事前研究について〕
　＊事前研究は少なければいいとか多ければいい訳ではなく、自分にとって
　意味のあるものにするため・疑問点を具体化し研究に取り入れた中身の
　濃いものにしてはどうでしょうか。
　＊環境把握が厳しすぎると思う。
　＊事前研究はあまり意味がなかった気がする。
　＊事前研究は実習に関係ないことに時間をかけ過ぎている。
　＊空き時間を利用して研究するのはおかしい。
　＊幼教は空き時間が少なくその中で事前研究をし名札を作るのはとても大
　変だった。
＊初めの頃の実習で前もって色々の準備ができず、焦って本当にいっぱい
　いっぱいで頭が狂いそうだった。
＊事前研究は自分の為というよりも決められた事を必死に着いてゆくのが
　精一杯だった。
＊ライブラリーに馴れるためには4回ぐらいが適切だと思う。しかし、内
　容をもう少し軽減した方がいい。（もし来年事前研究が1回になるなら）
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＊回数は減らさない方がいい。
＊事前研究の回数が多いと思う。清掃の時rすわってやらないで」と注意
　されたが、おもちゃを拭いていたので仕方がないと思います。掃除して
　いないわけではないし、楽しているわけでもないので嫌だった。
〔ノート・事後研究について〕
＊ノートの書き方も何となく理解することができた。
＊先生を困らせてしまったが、最後のrできるじゃない」の一言が嬉しかっ
　た。スタッフの先生には本当に感謝している。
＊ノートの記入の仕方が為になり本実習に役にたった。
＊最初は実習ノートの記録をとるのは大変だと思ったけれど、いざ幼稚園
　実習に行った時にライブラリー実習をやっていて良かったと思いました。
＊ノートの書き方が良く分からなかったので、教えていただき本当に勉強
　になったと思います。一人一人丁寧に説明していただき感謝しています。
　毎日お疲れ様です。
＊ノートに書くことが多すぎると思う。
＊記録が大変だった。勉強になったがあんなに大変だと困る。
＊記録が大変すぎておもちゃ作りの時間があまりなかった。
＊チェックが厳しすぎる。もう少し実習内容を書くのを楽にして欲しい。
＊書き方が難しく何回もやり直し半泣きだったくやしかった厳しすぎる。
＊色々書きたいこともあるのに書き直しをされるのがこわくて、見本と同
　じように書く努力をしているのが嫌だった。
＊ノートは1ページなのに沢山書かなくてはならなくて、書き直しも何回
　もやり1週間ほとんど眠れなかったので、書く量を改善して欲しい。
＊ダメな所ばかり言われて、自分がしたこと全てダメなような気がした。
　自分には良いところが一つもないのではないかと思った。
＊文章についてうるさいと思った。でもくやしいので来年も1年生にやら
　せて欲しい。
＊実習ノートを見せた時、きつく言われることが多く自信を失った。
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＊実習ノートを先生が書いて欲しい内容が書けなくて自信を失った．
＊傷心する出来事があった。
＊提出日に実習があるとほとんどノートが見てもらえず、書き終えて後は
　見てもらうだけという人が、期日に提出できなかったという理由で結局
　みんな反省文になっていたのがおかしいと思った。
＊この実習はやる気がなくなり逆効果だと思うちょうどノートの提出と他
　の授業のレポートが重なり毎晩眠れず辛かった、この時期はやめて欲し
　い。
＊ノートを見てもらえる時間を長く延ばしてほしい。見てくれる先生が一
　人しかおらず待ち時問がとても長かった。待っていても見てくれない時
　もありいらだちました。もう少し効率良くやってほしい。
＊せっかくノートを書いたのに時間だからといって打ち切られるのは納得
　がいかない。見られないならノートを書かせること自体やめたほうがい
　い。
＊先生のノートをみるペースが追い付かないのは、続けて実習をやりすぎ
　ていると思う、それで提出したいのに提出できなかった学生に罰がある
　のは　おかしいと思う。
＊直すように言われその通り持っていくと違うと言われ、やり直しが多く、
　統一してもらいたい。
＊最悪！、無理やり思ってもいないことを書かされている感じ。
＊ノートに自分の思ったことを書いたのに、ダメ出しされたら何を書けば
　いいのですか？嘘をかけと言うんですか？
＊実習内容を書くのが辛かった、書くことが浮かばないのにもっと話を膨
　らませて書きなさいとか、本当に辛かった。
＊ノートよりも事前研究をしっかりやればいいと思う。
＊実習前に実習内容の記入法を質問したが、明確な解答をもらえなかった。
＊早い時期の人には甘かったのに、実習時期が後の方の人になるにつれど
んどん厳しくなっていると思いました。
一24一
事前実習としてのおもちゃライブラリー実習の効果について
＊自分の予定があるのに見てもらえず、行っても待ち時間が長くそれだけ
　で1日が終わって見てもらえない上に反省文を書かされるのは困る。初
　めての事なので上手くできない人もいるのは仕方がないのだからもう少
　し甘くして欲しい。厳しいと将来のことが不安になるだけでなくやる気
　もなくなり、ここまでして何でやらなければならないのかと悪い方へ考
　えてしまう。来年の学生にはこのような思いをして欲しくない。もう少
　し自信をもたせ将来が楽しみになるような実習にして欲しい。
＊本実習をした先輩の話しでは、ライブラリー実習ほど実習内容を書かな
　いらしいです。ライブラリー実習で書いたようなことを書いたら、そん
　なに詳しく書かなくていいよと言われたそうです。
＊私はとても疲れて何回やってもだめなので泣きました。何回も何回も書
　き直して、何度も何度も徹夜して、もう嫌になって幼児教育科をやめよ
　うと思いました。
＊実習ノートの記録は1日の流れ（当日）と反省くらいでいいと思います。
　事後研究は手作りおもちゃ1つ作ってくるだけでいいと思います。
＊記録のスペースは、字を細かくしたり紙を足したりしないように、スペー
　スを増やした方がよいと思います。ノートが非常に使いずらい。
＊ノートの書き方について指導を受けたが、良い例を見せて頂くだけでな
　く、具体的に教えて欲しかった。
〔提出期限について〕
＊事後研究のノートの提出期限が短いと思う、長く延ばして欲しい。
＊ノートの提出期限が1週間では短いと思います。人数が5～7人もいる
　のに1人の先生に見てもらうのでは無理があります。
〔全体について〕
＊大変だった分終わった後の充実感がありとても勉強になりました。
＊園児に対する先生の対応が見れて参考になりました。
＊一度学内で実習を体験しているので本実習の時役立つと思った。他にあ
　り
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＊その時は大変ですが幼稚園実習へのつながりができると思うので、ライ
　ブラリー実習は絶対やるべきだと思います。
＊スタッフの方が優しく教えてくれたのでやりやすかった。
＊とても厳しくて大変だったけど最初にやる実習がおもちゃライブラリー
　だと少し気楽に思えたし、いい勉強になったので少しくらい厳しくした
　方がいいと思う。
＊ライブラリー実習を行う前まではとても楽しみでしたが、いざ行ってみ
　るととても大変でした。しかしこの経験から本実習のことが少しだけ分
　かり自信とはいえませんが、目標を持つことができよかったと思います。
＊いきなり本実習をするよりもライブラリー実習をした方が自信がつき不
　安が解消された気がします。ライブラリーではなく白鴎幼稚園で実習が
　行えたら、より本実習に近い経験ができたのではないかと思いました。
＊初めての実習だったので緊張と不安で一杯だったです。でもその分幼稚
　園に行った時に少しは自信を持てたように思います。子どもと触れ合え
　てとても楽しかったです。
＊自分は何もできずに自信を失ったが、その後不足分を補う決意ができ、
　また一日の流れやノートの書き方を学べよい経験であると思う。
＊スタッフの先生もけっこう良い人だった。
＊実習が少し不安になってきた。＊ちょっと子どもが嫌いになった。
＊本実習よりもきついと思う。＊もうやだ！と思うことが沢山ありました。
＊先生がとても恐い印象を受け緊張した。＊一時期何もかも嫌になった。
＊おもちゃライブラリーの先生が厳しすぎるのではないかと思いました。
厳しすぎて意欲がわからなかった。
＊泣きました、かなりまいりました。早めにやっててよかった。
＊ガイダンスの時やミーティングでは話すことがすごく厳しく、恐くなり
変なプレッシャーを感じみんな自信を失った。そんな時はもっと笑顔で
励ましの言葉をかけて欲しかった。
＊ライブラリー実習の後はもう二度とライブラリーに行きたくなくなった。
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＊次の実習はやりたくないと思った、自分には向かないのかと自信を失っ
　てしまった。
＊おもちゃライブラリーと実習が混在しているのは適切ではないと思いま
す。場所はライブラリーを使用しているが実習に視点を置いて指導する
　のが良いと思います。
＊ライブラリーの先生が大変に思えた、人数を増やした方がいいと思う。
＊理想と現実のギャップに気付き現実を見られた。
＊実際の実習とは違うと思う、子ども達と関わろうとしても子ども達はお
　もちゃとあそびたいだけで私達とは上手く関われないと思った。
＊ライブラリー実習は、幼稚園実習の事前実習として相応しくないと思い
　ます。実際の実習とはえらい違いなのでやる意味がないと思います。実
　習内容の記載方法はある程度決まっていると思うのであらかじめ記入方
　法をきちんと指導して下さい。
＊学生の人数が多く学生同士で遊ぶこともあり、その割に子どもの数が少
　なくあまり子どもと関われなかった。
＊実習中水分がヤクルト1本しかとれず辛かった。
＊当日よりも事前事後の作業の方が大変だった。
＊1日だけだったので子どものこともよく分からないし、ただ子どもにくっ
　ついているような状況でよく理解できなかった。
＊実習の日にちが1日だとちょっと短くて寂しかった。
＊本実習の前にライブラリー実習だけでは少ないので、もっと色々な子ど
　もと触れ合える機会を増やした方が良いと思います。
＊1年くらい前のことを今頃聞かれてもあまり覚えていません．
＊ライブラリー実習では先生方に大変ご迷惑をおかけしました（当日ノー
　トを忘れ提出遅かった）。色々な意味でたくさんのことを学ぶことがで
　きました。今になってライブラリー実習がどれだけ大切なのか分かりま
　した。
B、二部学生の意見　　（以下同意見は省略）
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〔事前研究〕
＊どういう意図があってもライブラリー内のレイアウトを事細かく書かせ
　るのはナンセンスだと思う。
＊二部は時間がないので授業の中に事前研究の時間を入れて欲しい。
〔事後研究ノートについて〕
＊実習ノートの記載・記録はとても大変だったが、実際にどのような書き
　方をしたら良いか等学ぶことができ本実習の時とても役にたった。
＊ノートを書くのは大変だったけど本実習の大変さを味わうことが出来た
　ので良かったと思う。（本番できついのは大変だから）
＊ノート記録をやっている時はとても辛くて大変だったが、観察実習のノー
　トは更に厳しかった。先生のノート指導は厳しいかもしれないが、それ
　が後に本実習で役に立つのだから、甘くする必要はないと思う。学生よ
　りも先生の方が何倍も大変なんだよ。風邪ひいても熱があっても休まず
　皆のためにきて頑張っているんだから。
＊実習ノートの記録の際に厳しくて大変だった。
＊先生1人であんなに厳しくノートを見るのも大変だと思った。
＊ノートをみてくれる先生がもう少し多いと詳しく教えてもらえるので、
　ノートをみてくれる先生を増やして欲しい。
＊先生を増やして欲しい。みてもらう先生が少ないので全員がみ終わらず、
　せっかくみせに行っているのにみせられず、行っていないと思われ、や
　る気がないと思われ期限に間に合わずすごく嫌でした。
＊ノートを自分なりに一生懸命やっているのに、すごくやる気をなくす様
　なことばかり言われた。違う先生に変えてほしい。短大の先生がみた方
　が良いと思う。あんなやり方じゃ自信をなくすし学校までも嫌いになっ
　てしまう。どうにかしてほしい。
＊実習ノートの記録は、初めての事なのに、あまり説明が無く意味の分か
　らないまま始めたのでとても大変だった。もっと細かく説明をして欲し
　い。
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＊ノートを沢山直されると自分の感想や意見ではなくなってしまうと思う。
＊ノートの感じたことと思ったことをなぜ直されるのか分かりません。
＊1ページしかないのに、なぜそれにおさまらない程たくさん書くのが普
　通なのか納得できません。
＊ノートの書き方が、何がだめで何がいいのか基準がよく分からなかった。
＊並んで待つ時間がかなりあったので、ノートがスムーズにみてもらえる
　ようにして欲しいと思いました。
＊何回も書き直してみせに行くと、時間オーバーでみてくれず悔しかった。
＊本実習で幼稚園の先生に提出するノートの書き方と異なった点があるの
　で、どの記入が正しいのか分からなくなった。
〔提出期限について〕
＊ノートの記述量が多いので、提出期限をもう少し長くして欲しい。
＊先生が二人しかいないので、書けていてもなかなかみてもらえなかった。
＊一緒に実習した人以外の人達もノートを見せにきていたので、時間がな
　くて提出期限が守れなくなりそうで心配だった。同じ時期に実習する人
　が集中するので必要以上に時間がかかってしまうのではないかと思いま
　す。
＊ノート提出期限をあと2・3日長いとおもちゃ等ゆっくり作れたと思う。
＊提出期限の間に祝日等の休みが入いると見せる日が減り不公平だと思う。
＊本実習のことを考えるとノートの内容は今のままの方が良いと思います。
　しかし、提出期限が1週問というのは昼間働いている二部生にとって大
　変なのでもう少し理解してほしい。
＊ノートの提出期限が1週間と短いが、働いている者には時間を都合した
　り少々大変な面が多いけど過ぎてみればできないことはないと思う。
〔全体について〕
＊疲れたけれど勉強になりました。
＊大変だったけど幼稚園実習に行った時にためになっていたと実感した。
　おもちゃライブラリー実習がなかったら、幼稚園実習で大変なことをし
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　ていたと思うし、これをやってみて自分の甘さが分かった。
＊ライブラリー実習をして自分の力のなさを実感しました、勉強になった。
　欲を言えばもっと頑張ったことを褒めてほしかった。
＊子ども達ともうちょっとあそびたっかった。
＊実習がとても不安になってしまいました。
＊幼稚園実習に行くための練習になるとは思うが、ライブラリー実習を終
　えてみて余計に不安が大きくなった。
＊学生という弱い立場なので言いたくても言えない事がたくさんある（他
　の授業内容でも）。
＊予備実習としてもっと良い内容の事を行って欲しい。
＊この実習で本当に学生みんながおもっちゃについて理解を深めたか疑問
　である。私自身どこまで理解を深めたかよく分からない所がある。
＊何故か？、事前実習？、実習内容？、事後研究？、どの内容が足りない
　のか？、何のための実習なのかもよく分からなかった。
＊ノートの記録について問題となっているが実習当日1回だけのノートを
　びっしり書いて提出するよりも実習の回数を増やし、子ども達と接する
機会を多くしたり、簡単なレポートを毎日出す（それぞれのポイント毎
　の課題）などにした方がいいと思います。
　また、実習（保育園、施設）前に見学でよいから半日くらい皆で行くこ
　とができたらいいと思う。
＊おもちゃライブラリーに行っての事後研究の時間がとれずやむを得ず仕
事を休んで時間をつくったので、それらのことを考慮して欲しい。
＊本実習の方が大変だった。しかし、おもちゃライブラリー実習を行うこ
　とによって自分のためにもなると思う。本実習の前から厳しすぎるとや
　る気をなくしやっていけるのかどうかという不安にもなってしまう。
＊幼稚園実習の時は1人か2人の少人数で、クラスに入れば1人で行動し
なくてはいけないので、3・4人で実習を行えば多くの子どもと接する
　ことができて本実習の感じをつかめると思う。
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＊初めての実習なのにライブラリーの先生方の指導が厳しすぎたと思いま
す。
＊正直いってライブラリーの先生は好きだけど、よくわからない先生にお
こられた時は、ちょとえっ…　　て感じだった。
＊全部ひっくるめて何もかもが大変で辛くて疲れた。いい思い出としては
残っていない。この厳しさを次の1年生にも味わわせ厳しくしていった
方が、勉強になりいいと思う。
H一（2）、幼稚園実習後の調査結果
r幼稚園実習後のおもちゃライブラリー実習について』
有効回答数191（一部2年107、二部2年39、3年45）
調査時期平成13年12月、無記名
問1、おもちゃライブラリー実習は役にたちましたか（複数回答可、理由が
　あれば横に書いて下さい）
＊全体的には役にたっている。
＊実習ノートの記録・記載が役にたった。
＊手作りの名札作成が役にたった。
＊手作りのおもちゃ作成が役にたった。
＊手作りの弁当が役にたった。
＊事前研究が役にたった。
＊事後研究が役にたった。
＊当日の清掃が役にたった。
＊当日のミーティングが役にたった。
＊当日の子どものかかわりと対応が役にたった。
＊当日の反省会が役にたった。
＊環境把握（おもちゃの場所の記憶や設定）
＊疑問点が明らかになった。
＊本実習への自信となった。
58／30％
93／49％
127／66％
23／12％
5／3％
10／5％
18／9％
15／8％
17／9％
88／46％
46／24％
22／12％
23／12％
32／17％
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　＊幼稚園教諭という仕事にますます興味を持った。　　　　　　21／11％
　＊自分の進路が明確化した。　　　　　　　　　　　　　　　　　5／3％
　＊その他具体的に。
　＊役にたたなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31／16％
問2、役にたたなかったに○印を付けた人にたずねます、どんなことが役に
　　たたなかったのですか。（複数回答可、理由があれば横に書いて下さい）
　＊全体的に役にたたなかった。　　　　　　　　　　　　　　12／6％
　＊実習ノートの記録・記載。　　　　　　　　　　　　　　　　25／13％
　＊手作りの名札作成。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3／2％
　＊手作りのおもちゃ作成。　　　　　　　　　　　　　　　　16／8％
　＊手作りの弁当。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10／5％
　＊事前研究。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25／13％
　＊事後研究。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13／7％
　＊当日の清掃。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9／5％
　＊当日のミーティング。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3／2％
　＊当日の子どもとの対応。　　　　　　　　　　　　　　　　　7／4％
　＊当日の反省会。
　＊環境把握（おもちゃの場所の記憶や設定）　　　　　　　　　32／17％
　＊その他具体的に。
問3、事前研究についてたずねます、適切だと思う回数は何回か。
　＊1回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　58／30％
　＊2回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　73／38％
　＊3回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30／16％
　＊4回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18／9％
　＊5回
　＊6回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2／1％
　　他、わからない（1）、0回（1）、無回答（8）
　（理由があれば書いて下さい）
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問4、その他意見があれば自由に記入してください。
《問4のその他の意見について》　　（以下同意見は省略）
〔ノートの記録記載について〕
＊日誌の書き方を知らなかったので役にたった。
＊何も知らないで実習に行ってたら書くことができなかったと思う。
＊ただ行動したことを書くだけでなく気づいたことも書くことを学んだ。
＊ライブラリー実習では厳しかったがその分本実習では楽だった。
＊細かく指示し過ぎると思ったが現場に出れば書類を書く機会が多くよい
　経験である。
＊その場だけの形式にこだわり過ぎて幼稚園では役に立ちません。
＊何回もノートを書き直しされましたが園とは全く違い役に立たなかった。
＊ノートの先生の修正がこまかすぎた実際の本実習はそれ程でもない。
＊ノートを何回も書き直されて嫌な思い出しかありません。
＊記録の仕方は園によって違いライブラリー実習は厳しすぎたと思う、色々
　注意され少し自信をなくした。
＊ノートを見せるのに1～2時間は待つことになり、効率が悪るく提出期
　限になってしまいペナルティを課せられるのはおかしいと思う。
＊ライブラリーの先生が手薄なのでノート見せの順番待ちが無駄に思った。
　私達も忙しいので先生の対応が冷たかった。
＊ノートを提出するために殆どの人は徹夜をしたり睡眠時間を削ったと思
　いますがそこまでさせるのは授業に支障がでると思います。
＊ノートに関して学生の考えや意見も尊重して欲しかった。
＊ノート記入は量をたくさん書かされたがページ内に納める幼稚園が多かっ
　たので、ポイントを絞るのが幼稚園の時とても大変だった。
＊ノート提出でなかなかOKがもらえなかったり、見てもらう時間が少な
　く仕事を休んで早退してくる回数が多くなってしまった。
＊一生懸命やったのに期限まで間に合わなかったので認めて欲しい。そし
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　て、休日集まって掃除をさせられた。
＊何度も提出したが日によってアドバイスが違がいやり直しが大変だった。
＊1日の流れすべてを書かされたが要点がまとまっていれば十分だた思う。
＊紙を貼り付け足して提出すると叱られる幼稚園や施設があり良くない。
＊1年の時は仕事が軌道にのらない時で期限内の提出には辛かった。
＊実習ノートは実際はライブラリーよりもっと厳しい幼稚園もある。
〔名札作成について〕
＊手作りの名札が全部の実習で使えて役に立ちかなり良かった。
＊幼稚園によっては指定の名札で役に立たなかった。
＊幼稚園実習で子どもとコミニュケーションをとるきっかけになった。
＊TVアニメのキャラクター等流行が分かり子どもの興味が確認できた。
〔手作り弁当について〕
＊給食だったので役に立たなかった。
＊給食でご飯だけ持参だったので役に立たなかった。
＊私達のお弁当を見て子ども達が興味を示しそこから会話ができ良かった。
〔事前研究について〕
＊回数が多いことと混んでいて時間内に終わらなかった。
＊事前研究はあまり意味がないと思う。
＊事前研究が厳しすぎて嫌になることが何度もありました。
＊おもちゃの絵を書いたりするのは意味がないと思う。
＊フレーベルの恩物を書いた意味が分からない。
＊空き時間があまりないのに事前研究が多すぎる。
＊事前研究とかじゃなくて子どもと接する回数を増やすべきだと思う。
〔事後研究について〕
＊辛かった、特におもちゃ作りとノートが大変だった。
＊作ったおもちゃが返してもらえず実際には使えなかった。
〔当日の清掃について〕
＊ライブラリーだけのやり方で各幼稚園毎にやり方がある。
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〔環境の把握について〕
＊場所の記憶は時間が無駄に使われていたような気がする。
＊あまり意味のない、あと片付けでは役に立つが覚えるまで大変だった。
〔当日の子どもの関わりについて〕
＊ライブラリー実習をやらずに幼稚園実習に行ってたら大勢の子どもを見
　ただけでびっくりしていたと思う。
＊実習前に実際に子ども達に触れ合えて良かったと思います。
＊子ども達とあまり関わる時間がなかった。
＊子どもはおもちゃに夢中で会話はなく1日じゃ意味がないと思う。
＊子どもはおもちゃに夢中なので中に入っていけないので、子ども達皆で
　できる遊び1つにした方がよいのではないか。
〔事前研究の回数について〕
＊実際の実習は全く違うので1回でよい。
＊1回きりではあまり意味がないと思う。
＊1回でできなかった事を2回目で確認し3回目で確実にし自信をつける。
＊空き時間を見つけて行くのがとても大変だったから見学と事前研究が1
　回ずつあればよいと思う。
＊忙しいしやりすぎてもしょうがないので2回ぐらいで良いと思う。
＊何回もやったら苦痛になるだけであまり意味がない、幼稚園で本当に体
　験をしながら学んでいけば良いと思う。
＊回数よりも内容重視し現実的なものをお願いします。
〔その他の意見〕
＊厳しく指導してくれたのでどとても勉強になり幼稚園で役に立ちました。
＊ライブラリー実習で厳しく指導してもらい本番の実習の心構えになった。
＊ライブラリー実習を受けることで幼児と向き合うための基本的なことを
　学ぶことができ勉強になった。
＊初めてで何も分からなかったので幼稚園実習へ行った時の自信になった。
＊幼稚園のタイムスケジュール（流れ）が把握できたと思う。
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＊ぶっつけ本番の実習は辛いのでやらないよりやった方が良い。
＊ライブラリー実習はなくてもいいと思います。
＊ライブラリー実習は厳しすぎると思います。
＊実習に対する不安が高まるだけで役に立ちませんでした。
＊細かく見れば役に立つこともあったろうけど全体的には意味がない。
＊1日子どもと接するだけでは本実習への自信につながらないと思います。
＊ただ子どもと関わるだけでよいので子どもと触れ合う時間を実習前に増
　やして欲しい。
＊本実習前に子どもと関わる機会がライブラリー実習1日だけなので、もっ
　と機会を増やし実習がスムーズにできるようにして欲しい。
＊ライブラリーのやり方を押しつけすぎないで欲しい。
＊実際の実習とはけっこう違うのでもっと幼稚園実習に近い雰囲気でやっ
　て欲しい。
＊先輩の意見を聞いたりしてもっと実習に役立つものをやって欲しい。
＊ピアノや手あそび、小さなあそびを覚える時間にあてるべきだと思う。
＊おもちゃライブラリー実習をやることによって本実習への不安が強まっ
　て自信をなくしてしまいました。
＊私達に対して笑顔がないので行く度に気が重かった、もう二度とやりた
　くないという気持ちでいっぱいです。
＊先生の目が気になって思うように集中できなかった。
＊保育士になりたいという自信がなくなったのはこの頃です。
＊課題を期限までに終わすことで精一杯であまり印象に残っていなかった。
＊事前実習のはずがおもちゃライブラリーの大変さとして記憶が残っただ
　けだった。
＊記録が大変だった印象が残り子どもの関わりをよく覚えていないのが残
念だった。
＊全体的に考えると名札作りは子ども達にとても人気があり役に立ったと
思うが、期間が短いノートの書き方にはとても不満でした。又初めての
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実習だったのでもう少し分かりやすく指導をして欲しかったです。幼稚
園の方が細かい部分まで指導してくれました。
＊幼稚園で子どもと一緒にできる手あそびや歌をたくさんやって欲しい。
＊もう少し事前に分かりやすく実習の内容について知りたかった。
＊白鴎幼稚園の子は学生のお姉さん方に慣れているように感じました。
n一（3）、実習内容改正後の調査結果
　『おもちゃライブラリー実習についての調査』
有効回答数151（一部1年112、二部1年39）
　実施期日　平成13年12月、無記名
問1、おもちゃライブラリー実習を終えてどのような感想を持ちましたか。
　　（複数回答可）
??????????? ?????? ??
つ
?? ?? ?
、
? ? ? ? ?
し
?? ??
た
?
し
???????
???
????
??
＊
???????
＊
116／77％
99／66％
31／21％
　5／3％
36／24％
46／30％
　7／5％
34／23％
72／48％
22／15％
　4／3％
問2、疲れた、大変だったにO印を付けた人にたずねます。その中で特に疲
　れたことや大変だったことは何ですか。（複数回答可）
　＊実習ノートの記録・記載　　　　　　　　　　　　　　　　　38／25％
　＊手作りの名札作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9／6％
　＊手作りの弁当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6／4％
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＊事前研究
＊事後研究
＊当日の清掃
＊当日のミーティング
＊当日の子どもとの対応
＊当日の反省会
＊環境把握（おもちゃの場所の記憶、おもちゃの設定）
＊その他具体的に
5／3％
3／2％
2／1％
3／2％
77／51％
9／6％
17／11％
問3、事前研究についてたずねます、適切だと思う回数は何回か。
　＊1回　　　　　　　　　　　　　　　　　　26／17％
　＊2回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90／60％
　＊3回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16／11％
　＊4回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1／1％
　＊5回
　＊6回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1／1％
　（理由があれば書いて下さい）
問4、その他意見があれば自由に記入してください。
《問4のその他の意見について》
a、事前研究の回数について　　（以下同意見は省略）
＊あまり多いと本実習で学ぶことがなくなるので1回で十分だと思う。
＊おもちゃのあそび方が分かっても実際にその場に子どもがいないと対応
　の仕方が学べないので1回だけでよい。
＊1回でできなかった疑問点が2回目で改善できると思うので2回がよい。
＊1回だけでは環境把握が曖昧になるのでやはり2回ぐらい必要だと思う。
＊1回目はおもちゃを覚え2回目はおもちゃをどれだけ活用できるか学ぶ。
＊一度目は場所を知り、二度目は保育者として研究する。
＊2回でおもちゃの位置がだいたい覚えられるから2回ぐらいがよい。
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＊2回くらいなら多くも少なくもないから2回でよいのでは。
＊1回ではすべてのおもちゃを見たり触れたりできないし、あまり多いと
　授業の関係で大変です。
＊開館日と自分の空き時間があわないので2回ぐらいでよい。
＊環境把握だけでなく注意事項や実習の流れどんな子ども達が来るのか等
　もう少し深く研究してみたい、又指導して欲しい。
＊もう少し中身の濃い事前研究になるといいなと思います。
b、全般的なその他の意見　　（以下同意見は省略）
＊もっと子どもと関わりたいのでライブラリー実習を2～3回やってもい
　いと思った。
＊ある年齢だけでなく年少・年中・年長と実習体験してみたい。
＊机の上で学べなかったことが学べて勉強になり1度限りでなく数回でき
　ると良い。
＊子どもと一緒にあそべて楽しかった、ここで学んだことを本実習でいか
　せればいい。
＊子ども同士がけんかした時どのように対応してよいか困った。
＊緊張していたので対応の方法が上手く浮かばなかった。
＊1日だけのライブラリー実習だったけど、短い時間の中で疑問点が出た
　り保育者の先生と一緒に過ごすことができて勉強になることが多かった。
＊ライブラリー実習で上手くいった人も失敗した人ももう1回実習を行う
　ことで子どもの対応の仕方が分かると思うのでもう1度実習をしたい。
＊1回で自分の欠点を見つけ2回で改善し、3回で自分なりに工夫し研究
　実習したい。
＊子どもの人数の割に実習をする人の人数が多かった。
＊子どもと接する時間が少なすぎてあまり参考にならないきがする。
＊実習の時間が半日でこれからのところで終わってしまった。短かった。
＊たいしてやることがなく無駄だと思うので時間を短くしたほうがよい。
＊先生や館長先生に監視されているようですごく緊張した。
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＊館内のおもちゃは充実しているが、ままごとのSの三角巾が短くて縛れ
　なかった。
＊季節感のあるような雰囲気が欲しいので模様替えをするとよいと思う。
＊本番の時は思ったようにいかずなかなか話し掛けられなかった。
＊先生の行動を見ていると自分にはできるか不安で行動できず気になり発
揮できなかった。もっと自信を付けたいと思った。
＊何も分からないままあっという間に終わってしまったので、1回では短
　いので3回ぐらい実習をして欲しい。
＊大学の附属幼稚園があるのだからもっと接する機会を増やし現場に慣れ
　ることができるとよい。
皿一（1）、幼稚園実習前調査結果の考察と改正案
　a、アンケートの時期と有効数
　1年生のおもちゃライブラリー実習は、すべての学生が終了したのは12月
でアンケートはその後に行いほぼ100％の有効数である。2年生の有効数は
1月に行ったので、冬休みの直後で成人式と重なった時期となり80％で二部
の学生はさらに悪く50％未満であった。このことから1月は学年末試験もあ
りあまり調査には相応しくないと判断し、二部の意見は全部ではないことを
考慮したい。
　b、結果と考察
　調査の質問は大きく3つの項目に分類した。
　1の「おもちゃライブラリー実習を終えてどのような感想を持ちましたか」
に対し、r勉強になった」は76％とほぼ実習の役目を達成していると思われ
る。
　「楽しかった」は33％とやや少ないのに対し、「疲れた大変だった」が57～
88％もの学生が答えている。そして注意が必要なことは、「自信をなくした」
が31％r実習はしたくない」と思っている学生が20％もいることであり、幼
児教育科として危機感を持たなくてはいけないと考察する。
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　2つめは、前問に関連しr疲れたことや大変だったことは何ですか」であ
る。
　結果は、「実習ノートの記録・記載」が88％であり、やり直しをしたり、
提出期間に間に合わなかったことであると考察する。次にr環境把握」が若
干多く48％で、次いでr事前研究」40％・r事後研究」が35％の結果になっ
た。
　3つめは、「事前研究の適切だと思う回数は何回か」を質問したが。
　トップは2回の43％で次に3回の26％となっており、1回は17％4回が11
％となっている。全体に空き時間が少ないようであるが、特に二部の学生は
昼間に仕事をしており空き時間が少なく4回は多いと考察する。
以上3つの質問に対し、2年生の場合も殆ど同じであるが、「自信を失った」
の項目で半分以下に少なくなっているのが救いであると考察する。
　最後の質問は、rその他意見があれば自由に記入して下さい」だったが、
3つの質問に対し非常に多くの意見が回答された。長くなるので一部分を抽
出し注意が必要なものをその幾つかをあげてみた。
　「園児に対する先生の対応が見れて参考になりました。本実習の時役立つ
と思った。ガイダンスの時やミーティングでは話すことがすごく厳しく、恐
くなり変なプレッシャーを感じみんな自信を失った。そんな時はもっと笑顔
で励ましの言葉をかけて欲しかった。ライブラリー実習の後はもう2度とラ
イブラリーに行きたくなくなりました。一時期何もかも嫌になった。子ども
が嫌いになった。おもちゃライブラリーと実習が混在しているのは適切では
ないと思います。場所はライブラリーを使用しているが実習に視点を置いて
指導するのが良いと思います。この実習はやる気がなくなり逆効果だと思っ
た。ちょうどノートの提出と他の授業のレポートが重なり毎晩眠れず辛かっ
た、この時期はやめた方がいい。せっかくノートを書いたのに、時間だから
といって打ち切られるのは納得がいかない。見られないならノートを書かせ
ること自体やめたほうがいい。実習前に実習内容の記入法を質問したが、明
確な解答をもらえなかった。実習内容の記載方法はある程度決まっていると
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思うのであらかじめ記入方法をきちんと指導して下さい．私はとても疲れて
何回やってもだめなので泣きました。何回も何回も書き直して、何度も何度
も徹夜して、もう嫌になって幼児教育科をやめようと思いました。」
　以上一部分であるが、今後為になることより苦情の方が多く、自分の主と
なる専門の課程を投げ出してしまうような意見があるということは、この実
習の在り方として非常に考え直す必要性があると考える。
　本来おもちゃとは、あそびを誘発し発展させる道具である。子どもにとっ
て、おもちゃはあそびにおいて夢や希望を持たせ楽しくさせるものでなくて
専まならない。
　その楽しいあそびの場において、一方では初めての体験なのに、実習とい
う大変難しい教育の在り方を学ばせようとしている。そして、学生の心情は
どうしたらよいのか分からない程に緊張し動揺している。さらにそれに付け
加え、日誌の書き方やどう接したらよいか等々の課題を山積にさせている。
　1年生の時期は、幼児教育の専門科目が少し始まった頃であり、まだ幼児
教育というものが何も認識できていない。その時期に、r実習のあり方」と
いう重大な課題を与え過ぎていたのではないかと思われる。1年の後期（冬
休み）や2年の前期に幼稚園実習や保育園実習があるのだから、おもちゃラ
イブラリー実習は、子どもとおもちゃのあそびの体験でいいのではないか。
子どもとの触れ合いを体験し、おもちゃを使って楽しくあそぶ事ができれば
よいのではないかと考察するのである。
　c、おもちゃライブラリー実習の改正案
　アンケートの調査結果やカリキュラムが過密化しており空き時間のない現
況を考慮し、学生の立場になって考えてみると、見通しが明るく希望が涌き
やる気を持たせるような、おもちゃライブラリー実習にしなければならない。
事前事後研究や日誌の記入等もっと軽減した学生生活に負担がかからない様
なプログラムにすることが必要であると考察する。
　つまり、子どもと触れ合うきっかけ、おもちゃを通してあそぶきっかけ、
実習を学ぶきっかけになるのがおもちゃライブラリー実習であり、実習の在
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り方や日誌の書き方等、学問的なことは徐々に学んでいけばよいのである。
以上のことを考慮し次のような改正試案を考えた。
　d、試案としてのライブラリー実習計画
＊実習当日の一日の流れ
9：00
9：05
9：35
10：10
10：45
10：55
12：05
　　　　　　　（9
集合・出席の確認
清掃
ミーティング
環境設定
幼稚園児の出迎え
幼稚園児とあそぶ
片付け・昼食準備
：00～14：35、改定前16：15）
12：15
12：50
13：10
13：20
13：50
14：35
昼食
片付け・帰園準備
幼稚園児見送り
清掃
反省会
実習終了
＊実習前研究について
　　実習の1ケ月前から1週問前までに2回（改定前4回）おもちゃライブ
　ラリーに来館し、おもちゃの名前やおもちゃの種類、あそび方、対称年齢
等を各自が把握する。
＊実習日誌について
　　r目標」、当日のr保育の流れと実習内容」、r反省」について記録する。
　（但し、それぞれに記録の参考となる事例やヒントを掲載し記載部分を少
　なくする、改定前は事例やヒントなし）日誌は1週間後に提出し約2週間
　後に返却する。
＊実習期間と総合回数
　　5月第2週より11月頃までの火曜日、木曜日、9月の集中講議期間とす
　る（但し、附属幼稚園との調整による）。総合回数は約25回（予備日含む）
　1回約8名とする。
＊幼児教育科の実習担当教員が9：00～2：35までライブラリーに在中する。
＊日誌は幼児教育科専任教員が順番でみるものとし、実習担当教員が再読添
　削し確認する。
＊ミーティング内容
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　出欠確認、身だしなみ・持ち物確認（名札、筆記用具、ノート、弁当等）
　一日の流れ説明と諸注意（子どもの送迎、子どもへの関わり方、環境設定
　と把握、ノートのとり方、昼食準備と片付け、清掃等について）、但し手
作り名札は強制はしない（改革前は名札コンクールとして半ば強制）
＊反省会
　目標の達成、疑問点の提示と解明、援助や関わり方法等々について感想
や反省を述べ合い今後の実習に参考となるよう対処の方法を学ぶ。
　主な改良点は、実習前研究を2回にする、実習時間を1時間少なくし1時
限から3時限とする、名札製作を自由にする、日誌の記述は少なくし見本や
ヒントを多く入れる、担当教員が変わる等である。
　以上の改正案を幼児教育科会議で認めて頂き翌年4月より実施した．
IH一（2）、幼稚園実習後調査結果の考察
　2回目の調査は同じ学生であるが幼稚園実習を経験しているので、設間の
項目を何が役立ったか具体的に挙げてアンケートを行った。
　その結果全体から見ると、r名札」が圧倒的な割合いで66％にもなってい
る。これは実習先の幼稚園で手作りの名札を付けることが許されると、子ど
もが見てすぐにわかり興味のあるTVアニメや動物のキャラクター等大好き
なものが目の前に現れるからである。子どもとあそんだりする関わりの中で
一番目立つものであり、子ども同士の話題になったり名前を覚えるきっかけ
になり、その上手作りの物はそれだけで味があり、さらに学生それぞれが創
意工夫をしているからであろうと推測する。
　次は「実習ノートの記録や記載」が49％役に立ったと答えており、今回の
アンケートでもあんなに辛い厳しいと答えていたが、結局のところ約半分の
学生は役立っているのであろう。その証として、問2の「役立たなかったも
のは何ですか」に実習ノートの記録記載が13％程しかおらず、残り38％はど
ちらでもない学生なのである。つまり良い方に解釈してみれば、87％が役立
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つとも考えられる訳である。学生の意見を尊重しないわけではないが少しあ
やふやな面もあるのではないかと考察する。
　次に、項目では「当日の子どもの関わりと対応が役に立った」と答えてお
り、この辺が1位か2位になればこちらの目測に当てはまり実習の効果が大
と考えられるのであるが、3位であり46％である。これは次の問2の「役に
たたなかった」の項目では4％しか過ぎないので、まあまあであると考えて
も大丈夫なのではないか。
　次いでr全体にみて役立つ」が30％、r反省会が役立つ」が24％である。
　問2の「どんなことが役にたたなかったのですか」では、1位に「環境把
握」でそんなに多くないがrおもちゃの場所や設定」で17％である。これは、
幼稚園等のある程度一般化した普通の場所であれば画一化されており、あま
り環境を把握して覚えるということがないのかもしれない。しかし、おもちゃ
ライブラリーといった特別の施設の実習では準備や計画の設定という面で重
要なものであると認識する。
　次にr記録と事前研究」が13％になっているがノートについては前にも述
べたので省略したい、事前研究はrその他の意見」にあったが、空き時間が
少ないことと、他の授業でのレポートが重なる時もあり、課題がいっぱいあ
ると負担になるからであろうと推測する。
　そして、その「事前研究の回数は何回が適当か」の設問は、1位の2回が
38％、1回が30％、3回が16％と続きそんなに高い割合いではない。これは
1回目の調査では2回が43％、3回が26％、1回が17％、4回が11％であり、
両方とも2回が1位であった。この結果は初めの調査が現実的で関心が高かっ
たことを裏付けており、2回目の調査になると幼稚園実習も終わりおもちゃ
などの興味も薄くなっているからであろうと考察する。
皿一（3）、実習内容改正後調査結果の考察
　最初に間1の設問に対し、「勉強になった」が1位で77％、「楽しかった」
が2位で66％、「大変だった」が3位で48％、次に「ますます子どもが好き
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になった」が30％、rますます幼稚園教諭という仕事に興味を持った」が24
％、という順位になっている。これらを考察すると、今回の調査は、1位に
あるr勉強になった」が1回目の時と同じようにトップにあり、いずれも実
習としての役目は果たしていると推測できる。次に驚くことは、「楽しかっ
た」と答えている学生が66％にも上がり、1回目の調査33％のちょうど2倍
にあたる。これらを証明しているのは、その他の意見にみられるrもっと子
どもと関わりたいのでライブラリー実習を2～3回やってもいいと思った」
とか「子どもと一緒にあそべて楽しかった、ここで学んだことを本実習でい
かせればいい」と述べられていることからも伺える。それは、専門的分野へ
入る第一歩であり子どもと関われる喜びや期待感からなのではないかと考察
する。
　しかし、3位に「大変だった」があるので手放しては喜べない。でもこの
「大変だった」という言葉は、普段でも何気なく使う言葉であり、ちょとし
た時にも使ったり本当に身体や頭を酷使するような意味でも使われ幅が広い
ので、度合いを示す設問にすることが必要だったと反省している。又、1回
目では88％の学生が「大変だった」57％「疲れた」というのに対し、今回は
それぞれ48％・23％とに半減し、辛さや苦しさといった苦痛感や不快感が激
減しているのではないかと思われる。
　実習は、普段の授業や日常生活から抜け出て課題を抱えながら半日以上通
して実際の保育現場を身を持って経験することである。1～2時間なら何の
こともないが長い時間気を張って続く演習ともなれば誰でもr大変」ではな
いかと認識するべきである。そうであれば、いつもと違って重荷を感じ多少
の負担感を持つのはやむを得ないのではないかと考察する。
　次に取り上げたいことは、4位30％のrますます子どもが好きになった」
と5位24％のrますます幼稚園教諭という仕事に興味を持った」である。1
回目と比べると前者は4割以上後者は5割程も増えそれぞれの該当者が増え
ている。これらからみても確実に改正した成果が現れていると考えても間違
いないであろう。
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　さて、「問2の疲れたことや大変だったことは何ですか」に対し、1位に
「当日の子どもの対応」が見られるが1回目の調査では5位であった。これ
は先程のr楽しかった」の裏返しで、子どもと一緒に関わることは楽しく喜
びを感じるのだが、短い時間の中で子どもの対応や先生の対処法等何か得る
ものはないかと緊張しているからではないかと思われる。確かに専門的に考
えるとそこから何か学び取らなくてはならないが、じっと構えていてはかえっ
て子どもとのかかわりが自然でなくなり信頼関係がギクシャクしてしまうで
あろう。その辺の在り方が非常に難しいし、当日朝のミーティングでも話し
ているところである。おもちゃを通して子どもとあそぶのであるから保育者
であってもある程度はあそびを楽しまなくてはならないし、おもちゃがおも
しろいことを見せなくてはならない。そんな事もあって学生は少し負担に感
じているのではないかと考察する。
　次に「大変だった事」に「ノートの記載」が上げられるが1回目の調査88
％に対し今回は25％で3倍以上に減少している。これは、実施内容のシステ
ムを改正した成果であると考えられる。さらに、環境把握も1回目の48％か
ら11％に実に4倍も減少しており、1回と2回の調査のその他の意見で見ら
れたr時間が無駄だ」とか、rあまり意味がない」といった意見はなく、こ
れも改正した効果であろう。又、他の項目をみても数パーセントであり全く
問題はないと考察する。
　最後に事前研究の回数は、1回目の調査の後4回から2回に変更したが、
2回、3回の調査でやはり2回が圧倒的に多く、現状のカリキュラムや空き
時間等から言っても2回が適当である。おもちゃライブラリーへは事前研究
だけでなく、昼休みやおもちゃに興味を感じた時等、学生の意志で自由に訪
れられることが望ましい。
lV、まとめ
　教育実習は、実際に幼稚園や保育園に行って子どもと関わり、子どもの生
活やあそびがどんなものであるか体験し、対応方法や担任の先生の対処方法
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などを学んで教師としての力を身につけて行く実践教育である。
　このことは前にも述べているが、おもちゃライブラリー実習は、教育実習
の前に附属幼稚園の園児をライブラリーに移動して行うことができる、本学
独自の他養成機関に類のない素晴らしいカリキュラムである。普通の幼稚園
で子どもがあそんでいる所へ行って関わることとは、子どもがそれぞれ多種
多様なあそびをしている所で関わることであり、季節によるあそびや、年齢
が違うあそび等、それこそ色々な状況を想定して関わらなければなるまい。
おもちゃライブラリー実習は、その点おもちゃを介して子どもとあそぶ訳で
あるから、子どもの目的がみな同じなので関わる様子が想像することができ、
捉えやすいことは言うまでもないことである。
　平成14年1月14日付けの朝日新聞に、東北大学の障害児教育で有名な渡辺
信一が『教室での訓練よりは「社会や日常生活の中で身体全体で学ぶ」こと
を重視し、「障害児教育に限らずすべての教育現場で、知識だけを頭に蓄積
するのではなく、複雑な環境で試行錯誤しながら、身体を通して学習するこ
とが重要になっているのではないか」』と述べていることを取り上げていた。
実習とは正にその通りであり、何度も言うようであるがおもちゃライブラリー
実習は、少子化の現状で殆どの学生が子どもとの関わりがないことを考える
と、子どもとおもちゃを介して楽しく容易に関われることができ、本当に身
体全体で覚える大切さを経験できる又とない機会なのでであると考察する。
又、子どもとの信頼関係を築く上でも、何もない所で子どものあそびと関わ
るよりも、間におもちゃがあることで、子どもの意図や感情を理解し共感す
る能力が容易くなると考えるのである。
　H章でも述べているが、1回目調査でおもちゃライブラリー実習の現状を
知り、2回目で内容の改正を行い、3回目で実施状況を確かめると言うステッ
プを取りその効果が非常に顕著であることを調べることができた。最後に、
学生の事前実習の場として益々おもちゃライブラリーの活用を望む次第であ
る。
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